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8 今月の主な内容
●新しい公共交通「チョイソコなかがわ」の実証運行開始　Ｐ２
●９月１日は防災の日　災害時の対応を確認しましょう　Ｐ３
●マイナンバーカードを作りましょう　Ｐ４
●村の水道について考えてみませんか　Ｐ５

Public Relations NAKAGAWAPublic Relations NAKAGAWA

中川おうちでどんちゃん　分散花火大会　７月30日（土）
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チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ

�

と
は
？

　
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ
」
は
、

会
員
登
録
制
で
利
用
者
の
事
前
予
約

に
応
じ
て
運
行
経
路
や
運
行
時
間
を

設
定
し
て
乗
り
合
い
で
運
行
す
る
、

村
の
新
し
い
公
共
交
通
で
す
。

利
用
対
象
者

　

村
内
に
在
住
、
在
勤
の
方
で
、
ご

自
身
で
車
両
に
乗
り
降
り
で
き
る
方

は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

（
小
学
生
以
上
は
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。
登
録
料
は
無
料
で
す
。）

会
員
登
録
方
法

　

今
月
の
広
報
に
折
り
込
ま
れ
て
い

る
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ
利
用
案

内
の
会
員
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
地
域
政
策
課
む
ら

づ
く
り
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

会
員
証
が
郵
送
で
お
手
元
に
届
い

た
日
か
ら
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す

が
、
会
員
証
が
お
手
元
に
届
く
ま
で

に
１
～
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

⑴
会
員
登
録
を
す
る

　

上
記
の
方
法
で
会
員
登
録
を
す

る
。

⑵
乗
車
の
予
約
を
す
る

　

電
話
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
乗
車
の
予
約
を
す
る
。

　

利
用
希
望
日
時
の
最
大
２
週
間
前

か
ら
当
日
の
１
時
間
前
ま
で
予
約
が

可
能
で
す
。

⑶
乗
車
す
る

　

利
用
当
日
は
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
、
予
約
し
た
場
所
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
は

�

運
行
を
終
了
し
ま
す

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ
の
導
入
に

伴
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
「
ぽ
か
ぽ

か
」
は
令
和
４
年
９
月
末
を
も
っ
て

運
行
を
終
了
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
の
会
員
の
み
な

さ
ん
に
は
、
個
別
に
チ
ョ
イ
ソ
コ
な

か
が
わ
の
会
員
登
録
の
案
内
を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
会

員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

中川村の公共交通の今後の方向性について

で申込み

令和4年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

令和5年

村営
巡回バス

NPO
タクシー

チョイソコ
なかがわ

朝夕の定時定路線バスは現行どおり継続

日中（9時～16時まで）の定時定路線バスは令和5年3月末で運行終了

現行のNPOタクシーは令和4年9月末で運行終了

令和4年10月から実証運行開始 4月～本格運行開始

令
和
４
年
10
月
か
ら
村
の
新
し
い
公
共
交
通

チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ

実
証
運
行
を
実
施
し
ま
す
！

　
村
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た｢

中
川
村
公
共
交
通
計
画｣

に
基
づ
き
、
最
適
で
持
続
可
能

な
公
共
交
通
体
系
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
４
年
10
月
か
ら
一
部
実
証
運
行
を
実
施
し
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折

り
込
み
の
チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ
利

用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会員登録
申込み
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昨
年
の
８
月
の
大
雨
で
は
、天
竜
川

浸
水
想
定
区
域
の
３
地
区
の
住
民
の

方
に
避
難
指
示
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）を

発
令
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、近
年
全
国
的
に
頻
発

す
る
大
雨
や
地
震
な
ど
に
よ
る
災
害

が
、い
つ
身
の
ま
わ
り
で
発
生
し
て
も

お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、日
頃
の
備
え
に
よ
り
被
害

を
減
ら
す
こ
と
（
減
災
）は
で
き
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
「
自
分
で
で
き
る

こ
と
」、「
家
族
で
で
き
る
こ
と
」、「
ご

近
所
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
、災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
の
犠
牲
と
な
ら
な
い

�

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

警
戒
レ
ベ
ル
３（
高
齢
者
等
避
難
）

で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
は

避
難
を
開
始
し
、警
戒
レ
ベ
ル
４（
避

難
指
示
）で
は
、
危
険
な
場
所
に
い

る
全
員
が
避
難
を
開
始
し
ま
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
～
５
は
村
長
が
発

令
し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
住
民
の

み
な
さ
ん
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
（
避

難
指
示
）
ま
で
に
、
必
ず
危
険
な
場

所
か
ら
全
員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
避
難
指
示
な
ど
は
村
長
の

判
断
で
発
令
さ
れ
る
た
め
、
気
象
庁

が
発
表
す
る
注
意
報
や
警
報
な
ど
と

は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、

村
か
ら
の
避
難
指
示
発
令
な
ど
を
待

た
ず
、
安
全
な
場
所
（
地
域
集
会
施

設
、
親
戚
・
知
人
宅
な
ど
）
へ
早
め

の
自
主
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
や
救
助
に
は
、
隣

近
所
と
の
助
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
、
身
の
ま
わ
り
の
危

険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し
た
り
、
お

互
い
の
様
子
を
気
に
か
け
、
い
ざ
と

い
う
時
に
は
、
お
互
い
に
声
を
か
け

合
い
、
協
力
し
て
避
難
・
救
助
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
防
災

訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
お
互

い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。総

務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

　

昨
年
度
に
改
訂
し
、
全
戸
配
布
し

た
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
土
砂
災
害
の
危
害
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
土
砂
災
害（
特
別
）警
戒

区
域
や
天
竜
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
（
想
定
最
大
規

模
）、
指
定
緊
急
避
難
場
所
・
指
定

９
月
１
日
は
防
災
の
日

災
害
時
の
対
応
を

確
認
し
ま
し
ょ
う 

一昨年の地域集中訓練の様子
（渡場・柳沢地区）

「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」ま
で
に

�

必
ず
避
難
！

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

�

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

地
域
の
つ
な
が
り
が

�

大
切
で
す
！

避
難
所
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
災
害
時
に
速
や
か
な

避
難
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
避
難

先
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

必
要
な
方
は
、
総
務
課
危
機
管
理

係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

防
災
情
報
を

�

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

○
キ
キ
ク
ル
（
気
象
庁
）

　

全
国
の
大
雨
・
洪
水
警
報
の
危
険

度
分
布
情
報
な
ど

○
信
州
防
災
ア
プ
リ
（
長
野
県
）

　

現
在
地
・
登
録
地
の
危
険
度
・
河

川
状
況
・
避
難
情
報
な
ど

Android

キキクル
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職
員
が
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
方
や
、
自
分
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
申
請
が
不
安

な
方
は
住
民
係
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
⑧私がお手伝いします！

住民係　横田

約５分で申請完了！

およそ１か月後

１. 交付申請書を読み取り

２. 同意書の確認

３. 顔写真の撮影

５.カード受取の案内ハガ
　キが届きます

６. 案内ハガキと本人確認
　資料を持って役場へ

７. 暗証番号を入力

８.カード受取

４. 申請控えの受取

　村では、外出が困難な方
（在宅介護や高齢者の方な
ど）のご自宅などへ職員が出
向いて申請をお手伝いする
出張申請を行っています。

　ご希望の方は、地域包括支
援センター（℡88－6177）
または住民税務課住民係へお
申し出ください。
　また、赤ちゃんのいるご家
庭は、乳幼児検診の際に保健
センターでも申請を受け付け
ています。

受取方法をご相談ください
　なかなか役場へ行けないので、役場での
手続きを申請時のみの１回で済ませたい方
は、申請時に本人確認を行い、約１か月後に
ご自宅でカードを受け取る方法も可能です
（申請時来庁方式）。その場合は、次の持ち
物をご持参ください。
① ＱＲコード付き申請書（ある方）
　カードをお持ちでない方を対象に地方
公共団体情報システム機構（Ｊ-ＬＩＳ）から順
次再々送付を行ってい
ます。
※この用紙がなくても
　申請できます。
② マイナンバー通知　
　 カード（ある方）
③ 本人確認資料
　顔写真付きのもの
　なら１点
　（運転免許証、身体障害者手帳など）
　顔写真付きの証明書をお持ちでない場合
　は２点
　（健康保険証・介護保険証・年金手帳など）
　※お子様の場合は、健康保険証、福祉医
　　療受給者証などの組み合わせ
④ 住民基本台帳カード（ある方）

お買い物の際に申請できます
　８月21日（日）から９月25日（日）まで、中川
ショッピングセンターチャオの情報発信コー
ナーに申請受付特設会場を設置します。日程な
ど詳しくは右の二次元コードをご確認ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて行います。

携帯電話ショップで申請できます
　お近くの携帯電話ショップでマイナンバー
カードの申請ができます。詳しくは右の二次元
コードをご確認ください。

2,000 円分の商品券を交付します
　マイナンバーカードを申請し、令和４年12月28日までに受
け取った方を対象に、村内で使える2,000円分の商品券を交
付します。
　カードの申請から交付までおよそ１か月です。お早めに申請
してください。なお、すでにカードをお持ちの方も対象です。
　詳しくはホームページなどでお知らせします。

マイナポイント第２弾
　マイナンバーカードを取
得して、マイナポイントの
申込みを行うことで、最
大２万円分のポイントを
受け取ることができます。
　令和４年９月末までに
マイナンバーカードを申請
された方や、マイナンバー
カードをすでにお持ちで、
マイナポイントを受け取っ
ていない方が対象です。
　詳しくは右
の二次元コー
ドをご確認く
ださい。

マイナポイントの申込
みをサポートします！
　申込み方法が分からな
い方は、お気軽にご相談
ください。

住
民
税
務
課
住
民
係
　内
線
43・44

マイナンバーカードの申請・受取の流れ

出張申請を
おこないます

※お持ちでない方は窓口で発行します。



飯島水源系
沢入水源系

田島水源系

10年後の給水区域計画図（中川村水道ビジョン）
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村
の
水
道
に
つ
い
て

�
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

現
在
、
村
営
水
道
の
普
及
率
は
99
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
当
た
り
前
に
出
て
く
る
水
道
水
で
す
が
、
飲
料
水
と
し
て
問
題
な
く
住
民

の
み
な
さ
ん
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、
日
常
的
な
維
持
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
、
村
の
水
道
施
設
の
多
く
が
使
用
開
始
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
ま
し

た
。
今
後
も
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
施
設
の
更
新
は

避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　

当
た
り
前
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
村
の
水
道
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
村
の
水
道
の
状
況
と
今
後
に

　
つ
い
て

　

昭
和
52
年
か
ら
水
道
水
の
供
給
を

開
始
し
て
以
降
、
す
で
に
40
年
以
上

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
古
く

な
っ
た
管
路
の
更
新
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
が
、
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

は
約
30
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
配
水
池
（
水
を
一
時
的
に
貯

め
て
お
く
施
設
）
な
ど
の
建
築
物

は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
改
修
は
行
っ

て
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
老
朽
化

へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
等
災

害
へ
の
備
え
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
般
的
に
水
道
管
路
の
耐
用
年
数

は
40
年
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
す
で
に
水
道
の
管
路
や
施
設
は

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
村
の

水
道
は
、「
公
営
企
業
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

水
道
料
金
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
単
年
度

に
大
き
な
費
用
が
か
か
る
と
企
業
と

し
て
の
経
営
が
苦
し
く
な
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
事
業
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
迎
え
る
施
設
の
更
新
に
は
多

く
の
費
用
と
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
施
設
更
新
計
画

や
人
口
推
移
な
ど
を
基
に
、
水
道
料

金
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

事
業
を
行
う
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
る
水
道
を
今
後
も
安
定
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
飯
島
町
か
ら
水
道
水
の
受
水

　
を
開
始
し
ま
し
た

　

村
の
水
道
は
、
大
草
・
葛
島
地
区

は
表
流
水
を
主
な
水
源
と
し
、
片
桐

地
区
は
深
井
戸
を
主
な
水
源
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
夏
場
や
年

末
年
始
を
は
じ
め
と
す
る
渇
水
期
に

水
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、
飯
島
町

か
ら
緊
急
的
に
分
水
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
、
深
井
戸
の
水
位
低

下
な
ど
に
よ
り
慢
性
的
に
水
が
不
足

し
て
お
り
、
新
た
な
水
源
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
飯
島
町
か
ら

の
水
道
水
の
常
時
受
水
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
本
格
的
に
協
議
を

開
始
し
、
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

に
飯
島
町
と
「
水
道
用
水
供
給
に
関

す
る
基
本
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
７

月
１
日
か
ら
常
時
受
水
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
横
前
・
針
ヶ
平
の

町
村
境
に
お
い
て
、
飯
島
町
の
水
道

管
と
接
続
工
事
を
行
い
、
片
桐
地
区

を
中
心
に
順
次
給
水
エ
リ
ア
を
拡
大

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
飯
島
町
か
ら
の
受
水
に
伴

う
水
道
の
水
圧
の
影
響
で
、
現
在
の

管
路
で
は
漏
水
が
発
生
し
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
横
前
・

針
ヶ
平
地
区
を
中
心
に
今
年
度
か
ら

５
か
年
計
画
で
新
し
い
水
道
管
へ
の

更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。

●
漏
水
の
早
期
発
見
に
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す

　

各
家
庭
へ
水
を
配
る
た
め
の
水
道

管
は
、
道
路
の
下
な
ど
に
埋
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
漏
水
が
あ
っ

て
も
、
中
々
発
見
が
難
し
く
、
見
つ

か
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
流
れ
出
て
い
る
水
量
に

よ
っ
て
は
地
上
へ
染
み
出
て
く
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
普
段
水
気
の
な
い
場

所
が
湿
っ
て
い
た
り
、
水
が
流
れ
出
て

い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
所
を
発
見
し
た
ら
、
環
境
水
道
係

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
59
・
63

沢入浄水場
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　中川村保育園、小・中学校のあり方検討のこれまでの経過については、広報なかがわ５月号（№528）でお伝え
しました。本年度末には検討委員会から答申をいただき、あり方についての基本方針を定める予定です。
　６月21日（火）に第５回検討委員会が開催されました。今回はこれまでの協議、学習会、視察などを踏まえて「中
川村の教育のよいところや課題」および「よいところを伸ばし、課題を克服するアイデア」について意見交換を
行い、あり方の方向性を導き出すための協議を行いました。

保育園、小・中学校のこれからのあり方を検討しています

中川村保育園、小・中学校のあり方検討委員会報告　　その2

◆
意
見
交
換
を
行
う

　

最
初
に
、
今
回
の
あ
り
方
検
討
の

業
務
支
援
委
託
を
し
て
い
る
特
定

非
営
利
法
人
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
ス
コ
ッ

プ
）
か
ら
資
料
説
明
を
行
い
ま
し

た
。「
30
年
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

計
」、
学
校
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り

を
基
に
し
た
「
小
学
校
２
校
体
制
の

よ
さ
や
課
題
」、「
児
童
生
徒
の
特

徴
」
な
ど
で
す
。
そ
の
後
、
委
員
は

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
中
川

村
の
教
育
の
よ
い
と
こ
ろ
や
課
題
」

お
よ
び
「
よ
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、

課
題
を
克
服
す
る
ア
イ
デ
ア
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
せ
ん
１
枚
に
一
つ
の
意
見
を
書

い
て
発
表
し
合
い
ま
す
。
繰
り
返
し

発
表
し
合
い
、
そ
の
都
度
リ
ー
ダ
ー

が
ふ
せ
ん
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

貼
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
見

を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
（
下
写

真
）。
こ
の
や
り
方
は
参
加
者
一
人

一
人
の
意
見
を
す
べ
て
拾
い
上
げ
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
良
さ
が
あ

り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
ス
タ
ッ
フ
が
務
め
ま
し
た
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
熱
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
が
グ
ル
ー
プ
の
意
見

と
し
て
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　

以
下
、
２
グ
ル
ー
プ
の
意
見
の
内

容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
１
の
意
見
の
内
容

○
よ
い
と
こ
ろ
、
●
課
題

○
人
懐
こ
い
、
素
直
、
真
面
目

○（
少
人
数
な
の
で
）友
だ
ち
と
理
解

し
合
え
る

●（
少
人
数
な
の
で
）人
間
関
係
が
固

定
化
し
て
し
ま
う

●
自
分
を
表
現
し
な
い

●
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
な
い
の
か

ど
う
す
る
か
の
ア
イ
デ
ア

①
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
の
で

ま
と
ま
っ
て
い
く

・
小
中
一
貫
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

・
活
気
が
あ
り
楽
し
く
な
る

・
保
小
中
一
貫
し
て
つ
な
が
る
こ
と

で
子
ど
も
の
成
長
が
わ
か
る

②
地
域
の
財
産
を
使
っ
て
い
く

・
自
然
、
伝
統
、
文
化
な
ど

③
村
外
に
出
る
・
つ
な
が
る　

・
外
と
つ
な
が
る
こ
と
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
な
れ
る

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

◆
グ
ル
ー
プ
２
の
意
見
の
内
容

○
よ
い
と
こ
ろ
、
●
課
題

○
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
い

○
挨
拶
が
子
ど
も
か
ら
も
大
人
か
ら

も
で
き
る

●
自
己
肯
定
感
が
低
い

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
固
定
化
さ
れ
て

い
る

●
高
１
シ
ョ
ッ
ク

ど
う
す
る
か
の
ア
イ
デ
ア

①
外
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

・
高
校
生
に
な
る
ま
で
に
外
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
れ
ば
特
効
薬
に
な

る
の
で
は

②
強
み
を
生
か
し
て
課
題
を
克
服

・
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
、
い
ろ

い
ろ
な
学
び
の
場
を
創
る

・
核
に
な
る
人
材
を
入
れ
る

③
小
中
一
貫
教
育
は
資
源
が
ま
と

ま
っ
て
動
き
や
す
い

・
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
内
容
に
も
つ

な
が
っ
て
く
る
の
で
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ

ア
は
内
容
的
に
重
な
っ
て
お
り
、

「
学
校
の
集
約
（
小
中
一
貫
教
育
）」、

「
地
域
資
源
の
活
用
」、「
村
外
と
の

交
流
」
と
い
う
３
点
が
導
き
出
さ
れ

た
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

◆
委
員
以
外
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

第
５
回
検
討
委
員
会
で
導
き
出
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
、
委
員
以

外
の
村
民
の
み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え

る
か
、
ま
ず
は
次
の
と
お
り
関
係
す

る
み
な
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

・
学
校
職
員　
　

５
月
24
日（
火
）

・
児
童　

東
小　

７
月
11
日（
月
）

　
　
　
　

西
小　

７
月
20
日（
水
）

・
生
徒　

中
学　

７
月
20
日（
水
）

・
保
護
者
（
三
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
20
日（
水
）

・
地
域
住
民
（
総
代
会
）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
22
日（
金
）

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
も
踏
ま
え
て

あ
り
方
の
方
向
性
を
絞
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
秋
に
は
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く

ご
意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５
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土星が見ごろになってきました
－土星の輪（わ）何でできているでしょうか？－

特徴的な土星の環（わ）は、たくさんの“氷の粒”の集まりです。
粒のサイズは、砂くらいの小さなものから山のように大きなもの
までさまざま。1000以上もの細い輪が集合してできています。

銀河ドームから

木星も見ごろ
になってきて
います♪

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日
午後７時30分～９時30分　TEL88－4288

※新型コロナウイルス感染警戒レベルにより休館となる
　場合があります。中川村ホームページの開閉館日カレ
　ンダーにてご確認ください。

★土星のサイズ
　大きさ　地球の約9倍
　重　さ　地球の約95倍
　体　積　地球の約745倍
★土星の環の大きさ
　幅20万㎞以上　厚さ20mほど

南の夜空に見える
チカチカしていない星を
見つけてみてください。
土星や木星などの惑星は、
瞬いてない星です。

　

７
月
13
日（
水
）に
今
年
度
の
第
１

回
中
川
村
総
合
教
育
会
議
が
中
川
村

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
教

育
会
議
と
は
、
首
長
と
教
育
委
員
会

が
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
民
意

を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
会
議
で
す
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
今
年
度
の
主
な

事
業
と
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。

主
な
事
業

【
学
校
教
育
】

・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方

検
討

・
地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

【
社
会
教
育
】

・
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
等
設
備

更
新

・
歴
史
民
俗
資
料
館
基
本
設
計

・
市
町
村
と
県
に
よ
る
協
働
電
子
図

書
館

課　
題

【
学
校
教
育
】

・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方

検
討［
第
Ⅱ
期
］に
向
け
て

・
学
校
施
設
の
老
朽
化
・
設
備
の
経

年
劣
化

【
社
会
教
育
】

・
社
会
教
育
施
設
の
利
用
促
進

・
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の
見

直
し
と
推
進

・
文
化
・
体
育
施
設
の
老
朽
化
、
設

備
の
経
年
劣
化

　

そ
の
後
、
魅
力
あ
る
中
川
村
の
教

育
を
目
指
し
て
、
次
の
点
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方

検
討
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
信
を
き
ち
ん
と
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
外
部
と
の
交
流
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
中

学
校
等
入
学
祝
い
金
、
高
校
生
を
持

つ
世
帯
に
対
し
て
の
補
助
施
策
、
５

歳
児
健
診
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
に
伴
う

部
活
動
の
現
状
や
課
題
、
近
隣
の
状

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
定
例
会

を
開
催
し
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
会
議
で

は
、
重
点
事
業
お
よ
び
予
算
、
保
育

園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
検
討
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、各
会
議
・
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

教
育
委
員
会

TEL 

88
―
１
０
０
５

総
合
教
育
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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自
分
で
所
有
す
る
山
で
あ
っ
て

も
、
森
林
の
立
木
伐
採
を
行
う
時
に

は
、
事
前
に
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の

造
林
届
出
書（
伐
採
届
）の
提
出
を
行

う
こ
と
が
森
林
法
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
が
完
了
し
た
と
き
に

は
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告

を
、
伐
採
後
の
造
林
が
完
了
し
た
と

き
は
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の

状
況
報
告
を
行
う
こ
と
も
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
か
つ
計
画
的
な
森
林
資
源
の

利
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
伐
採

後
に
お
い
て
造
林
が
行
わ
れ
ず
、
森

林
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
伐
採
届
お
よ
び

状
況
報
告
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
が
必
要
と
な
る
場
合

　

保
安
林
お
よ
び
保
安
施
設
地
区
を

除
く
民
有
林
（
地
域
森
林
計
画
対
象

森
林
）
で
伐
採
を
行
う
場
合
で
す
。

　

ま
た
、
伐
採
後
に
太
陽
光
発
電
施

設
を
設
置
す
る
な
ど
、
森
林
以
外
の

用
途
で
使
用
す
る
場
合
に
も
届
出
が

必
要
で
す
。

提
出
す
る
人

　

森
林
所
有
者
が
自
分
で
、
あ
る
い

は
他
者
に
請
け
負
わ
せ
て
伐
採
お
よ

び
造
林
を
行
う
場
合
は
、
森
林
所
有

者
が
提
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
を
行
う
者
と
造
林
を

行
う
者（
森
林
所
有
者
）が
異
な
る
場

合
は
、
連
名
で
提
出
し
ま
す
。

提
出
す
る
場
所

　

伐
採
す
る
森
林
が
所
在
す
る
市
町

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
時
期

・
伐
採
届

伐
採
を
開
始
す
る
30
日
か
ら
90
日

前
ま
で

・
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告

伐
採
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以

内
・
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状

況
報
告

造
林
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以

内伐
採
届
や
状
況
報
告
を
提
出
し

　 

な
か
っ
た
場
合

　

届
出
や
報
告
を
提
出
し
な
い
と
森

林
法
違
反
と
な
り
、
罰
金
に
処
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

保
安
林
お
よ
び
保
安
林
施
設
区
で

の
伐
採
や
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
開
発
を
伴
う
伐
採
を
行
う
場
合

は
、
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
治

山
係（
TEL 

76
―
６
８
２
７
）へ
許
可

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

伐
採
の
内
容
に
よ
り
記
載
内
容
が

違
い
ま
す
の
で
、
伐
採
計
画
が
決

ま
っ
た
ら
事
前
に
産
業
振
興
課
耕
地

林
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売
買

契
約
の
ほ
か
相
続
、
贈
与
な
ど
に

よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ
ら

ず
、
土
地
取
得
後
に
届
出
が
必
要

で
す
。

　

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を

提
出
し
た
場
合
は
対
象
外
で
す
。

届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
届
出
者
と
前
所
有

者
の
住
所
、氏
名
、所
有
者
と
な
っ

た
年
月
日
、所
有
権
移
転
の
原
因
、

土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類

　

登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要

で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
場
合
は
、
10
万

円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

狩
猟
免
許
試
験

お
よ
び
講
習
会
が

�

開
催
さ
れ
ま
す

　

県
内
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
目
撃
さ

れ
て
い
ま
す
。
ク
マ
は
本
来
臆
病

で
人
間
に
気
付
け
ば
自
ら
逃
げ
る

習
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
の
中

で
起
き
る
人
身
事
故
は
、
ク
マ
が

餌
探
し
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
り

し
て
人
間
に
気
付
か
ず
、
驚
い
て

自
身
の
身
を
守
る
た
め
襲
う
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
山
に
入
る
際
は
次
の
点
に
注
意

し
、
ク
マ
と
遭
遇
す
る
の
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
を
心
が
け
る

・
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
、
音
の
出
る

物
を
持
つ

※
特
に
明
け
方
と
夕
方
は
ク
マ
の

活
動
が
活
発
で
す
。
こ
の
時
間

帯
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

山
に
入
る
と
き
は

ク
マ
に
注
意
！

森
林
の

土
地
所
有
者

�

届
出
制
度

伐
採
届
・
状
況
報
告
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
第
３
回
狩
猟
免
許
試

験
お
よ
び
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講

習
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

　

９
月
20
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
第
３
回
狩
猟
免
許
試
験

　

９
月
27
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
開
催
場
所

　

長
野
県
営
総
合
射
撃
場

　
（
上
伊
那
郡
辰
野
町
大
字
沢
底
字

山
寺
山
）

▼
対
象
の
方

　

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟

免
許
を
取
得
し
た
い
方
、
ま
た
は
種

別
の
異
な
る
免
許
を
取
得
し
た
い
方
。

※
網
お
よ
び
わ
な
狩
猟
免
許
に
つ
い

て
は
18
歳
以
上
の
方
、
第
一
種
お

よ
び
第
二
種
銃
猟
免
許
に
つ
い
て

は
20
歳
以
上
の
方

▼
受
験
手
数
料

・
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

　

３
，４
０
０
円

・
第
３
回
狩
猟
免
許
試
験

　

５
，２
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間

　

８
月
22
日（
月
）～
９
月
２
日（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課

TEL 

76
―
６
８
２
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め

人
数
制
限
で
受
験
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
前
に
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務

課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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６
月
25
日（
土
）の
図
書
館
ま
つ
り

で
４
年
ぶ
り
に
絵
本
マ
ラ
ソ
ン
完
読

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
東
小
６
年
の
原は

ら

結ゆ

あ愛
さ
ん
が

６
月
11
日
に
２
６
９
冊
を
完
読
し
、

記
念
の
盾
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

絵
本
マ
ラ
ソ
ン
は
、
リ
ス
ト
の
絵

本
を
読
ん
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。
20
個
ご
と
に

手
作
り
の
ワ
ッ
ペ
ン
が
も
ら
え
、
完

読
し
た
人
は
図
書
館
ま
つ
り
で
表
彰

さ
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま

で
、
ど
な
た
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。

　
７
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、
飯

田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
２
年
生

２
名
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
、
中
川
村
図
書
館
の
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
予
定
し
て

い
た
お
は
な
し
会
な
ど
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
の
貸
出
・
返
却
や

本
の
配
架
、
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
の
作

成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
作
成
し
た

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
は
、
８
月
中
カ
ウ

ン
タ
ー
横
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
来

館
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ン

�

シ
ッ
プ

絵
本
マ
ラ
ソ
ン
完
読
者
表
彰
！

デジとしょ信州�８月５日からはじまりました！
（市町村と県による協働電子図書館）

◇「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」
と
は
？

　

長
野
県
と
県
内
市
町
村
が
協
働
で
運
用
・
維
持
し

て
い
く
「
電
子
図
書
館
」
で
す
。
お
手
持
ち
の
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
」
読
書
が
楽
し
め
ま
す
。
利
用
料
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
貸
出
冊
数
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）　

２
冊

◇
貸
出
期
限　

一
週
間

◇
利
用
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

中
川
村
に
お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
、
中
川
村
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の

際
に
次
の
２
点
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
中
川
村
図
書
館　

図
書
利
用
カ
ー
ド

・
身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免

許
証
・
保
険
証
・
学
生
証
な
ど
）

◇
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

・
視
力
が
落
ち
て
読
み
づ
ら
い
方
で
も
、
電
子
書
籍

の
文
字
を
読
み
や
す
く
調
整
で
き
ま
す
。

・
電
子
図
書
館
で
は
、
返
却
期
限
を
過
ぎ
た
本
は
自

動
的
に
返
却
さ
れ
る
の
で
、
返
却
を
忘
れ
て
も
大

丈
夫
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

上
宮
外
縣
神
社
の

　赤
い
馬
頭
観
音

か
み
の
み
や
と
が
た

　
『
中
川
村
の
石
造
文
化
財
』の
集
計

に
よ
れ
ば
、村
内
の
石
造
物
で
一
番
多

い
の
が
馬
頭
観
音
で
、像
が
１
２
４

体
、
文
字
碑
が
５
８
１
基
で
あ
る
。

た
だ
し
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も

の
は
勘
定
に
は
い
っ
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
以
上
の
数
が
村
内
に
建
立
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
建
て
ら
れ

て
い
る
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

も
の
は
４
０
４
体
あ
り
、そ
の
う
ち
、

像
は
18
世
紀
～
19
世
紀
前
半
の
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
。
馬
の
需
要
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
明
治
か

ら
減
り
始
め
、
昭
和
五
十
年

代
を
最
後
に
建
立
さ
れ
て
い

な
い
。

　

馬
頭
観
音
は
観
音
菩
薩
の

変へ
ん

化げ

身し
ん

の
一
つ
で
あ
り
、
古

い
も
の
で
は
奈
良
時
代
の
像

も
残
っ
て
い
る
。
平
安
時
代

に
は
六
観
音
の
う
ち
の
畜
生

◎号外！幕末かわら版
土橋 章宏　著

角川春樹事務所
　嘉永６年（1853）江戸。低俗
なかわら版を売りさばいていた
銀次と絵師の歌川芳徳は、浦賀
に来た黒船を見に行く。そして
勢いで船に乗り込むと…。

新着おすすめ本

◎「ヒロシマ消えたかぞく」
 のあしあと

指田 和　著
ポプラ社

　広島に原爆が落とされるまでたしか
に生きていた鈴木六郎さん一家を描い
た写真絵本「ヒロシマ消えたかぞく」の
その後の軌跡。絵本完成後も一家の取
材を続けてきた著者が、絵本ができる
までや、戦争、広島の「あしあと」を
綴る。

◎ブータン、世界でいちばん
 幸せな女の子

阿川 佐和子　著
文藝春秋

　「ブータン」は中学の同級生。
忘れられていた彼女は、誰より
も明るい大人になっていて…。
出会った人を涙させる同窓会み
たいな物語。

◎スマホになじんで
 おりません

群 ようこ　著
文藝春秋

　重い腰を上げ、愛猫のために
スマホを購入した著者。待って
いたのは、“便利だけど不便”な
世界だった-。切実さに満ちなが
らも思わずクスッと笑ってしま
う、共感満載の奮闘エッセイ。

◎豊かな暮らしと
 “小さな農業”

望月 健　著
論創社

　小規模で環境への負荷が少なく、
持続可能な地球の食料生産システム
を支えるものとして注目されている
家族農業。都市で広がる小さな農業
の可能性、地域を変える小さな農業
など、取材に基づいて小さな農業の
可能性を紹介する。

道
を
救
済
す
る
観
音
と
さ
れ
た
。
ほ

か
の
観
音
像
が
穏
や
か
な
表
情
を
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
唯
一
忿ふ

ん

怒ぬ

の

形
相
で
体
色
は
赤
、
頭
上
に
馬
頭
の

冠
を
か
ぶ
り
、
三
面
も
し
く
は
四
面

で
表
現
さ
れ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

ビ
シ
ュ
ヌ
神
が
馬
の
頭
に
変
化
し
て

敵
を
倒
し
た
と
い
う
神
話
を
基
に
し

た
仏
で
、
怒
り
に
よ
っ
て
苦
悩
や
諸

悪
を
粉
砕
し
、
馬
が
草
を
食
べ
る
よ

う
に
煩
悩
を
食
べ
尽
く
し
て
災
難
を

取
り
除
く
と
云
わ
れ
て
い
る
。
年
代

が
下
る
に
つ
れ
、
馬
頭
観
音
像
の
表

情
は
穏
や
か
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き

た
。こ
れ
は「
馬
頭
」と
い
う
文
字
か

ら
馬
の
安
全
祈
願
・
供
養
の
た
め
に

建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
交
通
の
手
段
で
あ
っ
た「
馬
」つ

な
が
り
で
、
道
端
に
多
く
建
立
さ

れ
、
道
の
守
護
仏
と
も
さ
れ
た
。

　

上
宮
外
縣
神
社
の
馬
頭
観
音
は
赤

く
彩
色
さ
れ
た
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。

赤
く
表
現
さ
れ
る
忿
怒
の
相
の
名
残

だ
ろ
う
か
。
表
情
自
体
は

穏
や
か
で
あ
る
。
三さ
ん

面め
ん

六ろ
っ

臂ぴ

の
像
で
、
真ま

手て

は
胸
の

前
で
馬ま

口こ
う

印い
ん

を
結
び
、
向

か
っ
て
右
の
上
の
手
は
輪り

ん

宝ぽ
う

、
下
は
金
剛
棒
、
左
の

上
の
手
は
剣
、
下
は
斧
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
菩
薩

像
の
鞘さ

や

堂ど
う

上
部
に
は
木
札

が
あ
り
、
こ
の
神
社
に
安

置
さ
れ
た
由
来
が
書
か
れ

て
い
る
。

　
「
馬
頭
観
世
音
菩
薩　

天
明
三
年

（
一
七
八
三
□
）　

大
草
荒
城
地
籍
に

安
置
さ
れ
居
る
も
上
屋
の
損
傷
甚
し

□
昭
和
四
十
一
年
三
月
在
京
郷
土
出

身
者
各
位
の
篤
志
に
よ
り
復
元
し
現

在
地
に
祭
祀
す
る
」
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７月17日（日）　お楽しみ会『英語であそぼ！』
　３組７人が参加。いつもの講師の方のほかに、小学３年のお
姉さんたち３人が手作りの舞台を使って「ジンジャーブレッ
ドマン」の紙人形英語劇をしてくれました。村内限定利用のた
め参加人数は少なめでしたが、楽しい時間になりました。

vol.130

今月はみなかた保育園
「りす組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの９月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：９月５日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・来入園児顔合わせ会
　　　　　　『保育園入園を前に…』①　予約制
　日時：９月８日（木）　午前10時30分～
・助産師さんを囲んで おしゃべり＆相談会　予約制
　日時：９月30日（金）　午前10時30分～
　＊個別相談は予約でお受けします。
※急な変更の場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

vol.131

きりんさんみたいなピカピカの泥団子
私たちも作りたい！！

りす組（年少）
男の子４人　女の子７人　合計11人
みんなの願いが届きますように～☆

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記

～ 
平
本
信
一
隊
員 

３
年
間
の
任
期
を
終
了 

～

vol.97

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
元

年
９
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
年

の
任
期
満
了
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
大
き
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
中
川
村

　

中
川
村
に
来
た
の
は
３
年
前
の
４

月
15
日
。
当
時
は
平
成
最
後
の
月
で

し
た
。
飯
島
の
高
速
バ
ス
停
留
所
か

ら
役
場
ま
で
歩
い
て
い
る
と
、
中
川

村
に
入
り
見
え
て
き
た
の
は
満
開
の

桜
に
囲
ま
れ
た
坂
戸
橋
で
し
た
。
感

動
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
坂
戸
橋
を
渡

り
、
曲
り
く
ね
っ
た
坂
を
登
る
と
雪

景
色
の
中
央
ア
ル
プ
ス
と
満
開
の
桜

で
し
た
。
こ
の
景
色
が
毎
年
見
れ
る

中
川
村
に
住
み
た
い
と
改
め
て
思
い

面
接
に
臨
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。活

動
内
容

　

活
動
内
容
は
農
業
振
興
と
就
農
し

て
村
に
定
住
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

片
桐
地
区
で
農
地
を
借
り
、
野
菜
農

家（
主
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）を
目
指
し
、

地
域
活
動
を
３
年
間
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

栽
培
し
た
品
目
は
20
種
類
以
上
。

失
敗
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

何
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
確
認
で

き
た
の
で
た
く
さ
ん
挑
戦
で
き
た
の

は
よ
か
っ
た
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
白
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
中

心
と
し
た
農
家
に
な
る
予
定
で
す
。

　

収
穫
し
た
作
物
は
直
売
所
や
Ｊ
Ａ

へ
出
荷
し
た
ほ
か
、
学
校
給
食
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
で
も
使

用
し
ま
し
た
。

　

３
年
間
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

毎
年
天
候
の
違
い
な
ど
で
病
害
虫
や

高
温
、
低
温
、
水
害
で
作
物
の
で
き

が
大
き
く
変
わ
り
、
想
定
外
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
旬
の
も
の
が
た
く
さ

ん
で
き
て
も
直
売
所
に
は
同
じ
も
の

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
売
れ
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
県

外
の
販
売
先
も
確
保
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
営
業
は
し
て
い
か
な
い
と
厳

し
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

農
業
に
つ
い
て

　

農
業
は
農
家
が
後
を
継
い
で
い
く

も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
考
え
た
こ

と
も
な
か
っ
た
で
す
が
、
人
に
勧
め

ら
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う

制
度
を
知
り
、
ま
た
長
野
県
で
暮
ら

し
た
い
と
思
い
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

未
経
験
で
特
に
野
菜
好
き
で
も
な

い
私
で
し
た
が
、
な
に
よ
り
仕
事
が

好
き
な
の
で
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く

で
き
る
な
ど
考
え
て
、
失
敗
や
成
功

を
繰
り
返
し
前
回
と
同
じ
方
法
で
も

結
果
が
違
っ
て
た
り
、
と
て
も
奥
が

深
く
そ
し
て
楽
し
い
仕
事
で
す
。

　

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
収
入
を
得
る

こ
と
、
そ
し
て
お
い
し
い
野
菜
づ
く

り
を
心
掛
け
、
野
菜
好
き
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
は
非
常
に
厳
し
い
仕
事
で
あ

る
と
人
は
言
い
ま
す
が
、
健
康
と
体

力
が
続
く
限
り
一
生
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
暮
ら
し

　

借
り
て
い
る
畑
は
と
て
も
景
色
の

い
い
場
所
で
、
夜
に
は
星
も
き
れ
い

で
、
野
菜
を
作
っ
て
、
お
米
を
作
っ

て
、
夜
に
は
星
を
眺
め
て
と
て
も
充

実
し
た
暮
ら
し
が
で
き
そ
う
で
す

が
、
何
か
が
足
り
な
い
と
思
う
の
は

気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に

　

中
川
村
に
来
て
半
年
で
コ
ロ
ナ
禍

に
な
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

り
な
ど
ほ
と
ん
ど
楽
し
め
て
な
い
の

と
、
マ
ス
ク
越
し
で
の
対
話
で
お
顔

も
分
か
ら
な
い
人
も
多
く
、
ま
だ
ま

だ
村
に
馴
染
め
て
な
い
と
思
う
の
で

仲
良
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
直
売
所
で
自
分
の
野
菜

を
見
つ
け
た
ら
、
指
を
さ
す
だ
け
で

な
く
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
た
だ
く
と
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
ん
な
自
分
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
家
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
地
域

の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
減
の

方
は
国
民
年
金
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
が
で
き
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
源
と
な
る
業
務

の
喪
失
や
売
り
上
げ
の
減
少
な
ど
が

生
じ
て
収
入
が
減
少
し
た
方
に
つ
い

て
、
本
人
の
申
告
を
ベ
ー
ス
に
し
た

簡
易
な
手
続
き
で
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

▼
対
象
の
方

　

次
の
①
②
両
方
に
該
当
す
る
方
。

①
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方
。

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
の
状

況
か
ら
見
て
、
当
年
中
の
所
得
の

見
込
み
が
免
除
基
準
相
当
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
。

▼
対
象
期
間

　

令
和
２
年
２
月
分
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
が
対
象
で
す
が
、
申
請
で

き
る
期
間
は
申
請
し
た
月
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
や
申
請
書
な
ど
、
詳
し

く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
住
民
税
務

課
住
民
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.nenkin.go.jp

井
戸
水
検
査
を
実
施
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
59
・
63

　

家
庭
で
井
戸
を
ご
使
用
、
ま
た
は

お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
飲
用
水
に

必
要
な
井
戸
水
の
水
質
検
査
（
11
項

目
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

９
月
13
日（
火
）～
26
日（
月
）

▼
申
込
場
所

　

建
設
環
境
課
窓
口

※
受
付
時
に
検
査
容
器
を
お
渡
し
し

ま
す
。

▼
検
査
日
（
採
水
日
）

  

９
月
27
日（
火
）

※
当
日
の
午
前
中
に
検
査
容
器
に
採

水
し
、
正
午
ま
で
に
役
場
建
設
環

境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

　

一
検
体
あ
た
り
７
，１
５
０
円（
税

込
）

※
検
査
容
器
提
出
時
に
現
金
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
結
果
報
告

　

検
査
日
か
ら
10
日
程
度

▼
検
査
機
関

　

一
般
社
団
法
人
上
伊
那
薬
剤
師
会

粗
大
ご
み・小
型
家
電・水
銀

使
用
製
品
を
収
集
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
59
・
63

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
粗
大
ご

み
・
小
型
家
電
・
水
銀
使
用
製
品（
体

温
計
・
温
度
計
・
血
圧
計
）
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
収
集
日
時 

　

９
月
10
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

▼
場
所

　

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

▼
回
収
方
法

・
粗
大
ご
み
は
有
料
、
小
型
家
電
・

水
銀
使
用
製
品
は
無
料
で
収
集
し

ま
す
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
該
当
す
る

５
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

を
処
分
す
る
場
合
は
、
郵
便
局
で

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を
購
入

し
、
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
水
銀
使
用
製
品
（
体
温
計
・
温
度

計
・
血
圧
計
）
は
、
破
損
し
て
い

る
場
合
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
収
集
の
流
れ
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

環
境
過
敏
症
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

　

近
年
、
柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
で
体

調
を
崩
す
「
環
境
過
敏
症
」
と
呼
ば

れ
る
健
康
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
消
毒
剤
の
噴

霧
な
ど
の
機
会
が
増
え
る
た
め
、
患

者
の
急
増
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
環
境
過
敏
症
の
疫
学
研

究
に
従
事
さ
れ
て
い
る
北
条
祥
子
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

８
月
27
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
開
催
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※
事
前
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
事
前
参

加
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
松
元
ヒ
ロ 

ソ
ロ
ラ
イ
ブ
」

 

を
開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

日
本
で
は
珍
し
い
、
政
治
や
社
会

へ
の
風
刺
の
き
い
た
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
コ
メ
デ
ィ
が
人
気
を
博
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

る
松
元
ヒ
ロ
さ
ん
の
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
を

二
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
！

　

社
会
風
刺
を
笑
い
へ
と
変
え
る
話

術
と
表
現
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

９
月
10
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演

▼
会
場

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト

　

前
売
り
券　

２
，０
０
０
円

※
全
席
自
由
席
、
当
日
券
な
し
。

※
小
学
生
以
下
の
入
場
不
可
。

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ニ
ル
ス

（
チ
ャ
オ
内
）、
た
ろ
う
屋

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
ま
た
は
伊
南
子
ど
も

劇
場（
TEL 

83
―
４
１
３
０
）へ
。

日本年金機構
ホームページ

環境課敏捷講演会
事前参加申込
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

下
平　

い
ち
は　

ち
ゃ
ん（
柏
原
）

 

（
和
真
・
文
子
さ
ん
）

　

和
田　

埜の

愛あ　

ち
ゃ
ん（
上
前
沢
）

 

（
周
晋
・
知
香
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

平
澤　

紀
子
さ
ん　
　
（
北　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
80
歳
）

　

渡
邉　

と
も
ゑ
さ
ん　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
91
歳
）

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
制
服
や

 
ジ
ャ
ー
ジ
を
集
め
ま
す

中
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
務
部

TEL 

88
―
３
０
７
０

　

中
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
学
用

品
の
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
も
う
着
な
い
け

ど
、
捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
」

「
譲
る
先
が
見
つ
か
ら
な
い
」。
そ
ん

な
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
が
ご
家
庭
に

眠
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

▼
回
収
品
目

・
中
川
中
学
校
制
服
、
運
動
着
、
指

定
上
履
き

※
運
動
着
は
、
現
在
の
高
校
２
年
生

相
当
年
齢
以
降
の
方
が
、
中
学
校

入
学
時
に
購
入
し
て
い
る
も
の

（
新
デ
ザ
イ
ン
）で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
期
間

　

９
月
26
日（
月
）～
29
日（
木
）

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
回
収
方
法

　

中
学
校
玄
関
に
設
置
し
た
回
収
箱

に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
、
在
校
生
に

預
け
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
ま
り
傷
み
の
な
い
も
の
、
汚
れ

て
い
な
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
リ
ユ
ー
ス
展

　

リ
ユ
ー
ス
品
は
、
中
学
校
の
文
化

祭
牧
ヶ
原
祭
の
２
日
目
に
展
示
・
譲

渡
し
ま
す
。

・
日
時　

10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

・
会
場　

中
川
中
学
校
会
議
室

　

在
校
生
や
小
学
校
６
年
生
の
ご
家

庭
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属

　
准
看
護
学
院
の
生
徒
を

 

募
集
し
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
７

　

昭
和
27
年
上
伊
那
医
師
会
が
設
立

し
た
准
看
護
師
養
成
所
で
あ
る
上
伊

那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
で
は
、

令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）入
学

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
修
学
年
限　

２
か
年

▼
願
書
受
付

　

10
月
３
日（
月
）～
31
日（
月
）

▼
受
験
料

　

１
０
，０
０
０
円

▼
入
学
試
験
日

　

11
月
12
日（
土
）

▼
試
験
科
目

　

国
語
、数
学
、面
接
（
該
当
者
）

▼
所
在
地

　

〒
３
９
６

－

０
０
１
４

　

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

▼
資
料
請
求
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し

て
、94
円
切
手
を
同
封
し
、郵
便
に
て

請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、直
接
学
院

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
上
伊
那
医
師
会
附

属
准
看
護
学
院
（
TEL 

72
―
２
８
５

　

６
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
」

 

を
開
催
し
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
７

　

家
庭
問
題
、
失
業
、
倒
産
、
多
重

債
務
等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
法
律
相

談
に
応
じ
、
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は
、

１
件
に
つ
き
１
時
間
で
す
。

▼
日
時
（
毎
週
水
曜
日
）

・
令
和
４
年

　

９
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　

12
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

・
令
和
５
年

　

３
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所　

　

伊
那
市
荒
井
３
４
９
７　

伊
那
合

同
庁
舎
１
階

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
み
方
法

　

各
相
談
日
の
前
週
の
金
曜
日
正
午

ま
で
に
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
付
け
で
、
村
内
公
共
機

関
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

【
役
場
関
係
】

新
規
採
用

地
域
政
策
課
財
政
係

　

田
中　

智
也

退　
職

　

森　

亮
太
（
地
域
政
策
課
）

村
内
公
共
機
関
の
人
事

長
野
県
技
術
専
門
校

 

令
和
５
年
度
入
校
生
募
集

長
野
県
産
業
人
材
育
成
課

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
１
９
９

　

長
野
県
技
術
専
門
校
で
は
令
和
５

年
度
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
受
付
期
間

【
普
通
課
程
】

・
推
薦
入
校

　

９
月
26
日（
月
）～
10
月
13
日（
木
）

・
一
般
入
校

　

10
月
31
日（
月
）～
11
月
15
日（
火
）

【
短
期
課
程
】

・
４
月
入
校

　

12
月
12
日（
月
）～
１
月
30
日（
月
）

▼
入
校
選
考

【
普
通
課
程
】

・
推
薦
入
校　

10
月
24
日（
月
）

・
一
般
入
校　

11
月
28
日（
月
）

【
短
期
課
程
】
２
月
16
日（
木
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
産
業

人
材
育
成
課
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
次
の
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

技術専門校
募集案内



　７月１日（金）に東小学校の４年生が社会科「くらしと水」
の学習の一環として、水道施設を見学しました。毎日使う水
はどこから取水して、どのように飲み水となって自分たちの
元へ届いているのか、工程を見聞きしながら施設内を見学し
ました。
　浄水場の後は下水処理場も見学し、上下水道について学習
をしながら、自分たちの暮らしに水が強く結びついているこ
とを感じてもらいました。

７/１（金）
東小学校４年生が水道施設を見学しました

むらのできごと

７/14（木）
村営水道の安定供給を祈りました
　中川村水神祭が牧ヶ原水源水神
碑前で行われました。上下水道運
営審議委員会や水道工事店の代表
などの関係者が出席し、１年間の
無事故と安定した水道水の供給を
祈りました。

７/12（火）、15（金）
保育園で夏まつりが行われました
　12日（火）にみなかた保育園、15日（金）に
片桐保育園で夏まつりが行われました。
　みなかた保育園では当日は雨予報でした
が、子どもたちの気持ちが届いたのか、無事、
外でおみこしを担ぐことができました。
　片桐保育園では、子どもたちがやりたいこ
とを考え、自分たちで作った３基のおみこし
を担ぎ、花火の表現あそびでは、園庭に大輪
の花が見事に咲きました。

みなかた保育園

片桐保育園

７/16（土）　音楽の絵本　ルスティカーナ
　文化センターの自主事業、動物たちが衣装を着て音楽を奏
でるズーラシアンブラスによるクラシックコンサート「音楽
の絵本　ルスティカーナ」の公演が行われました。
　ルスティカーナとは、音楽用語で「田舎風の・素朴な」と
いう意味で、なごやかな雰囲気の中、会場を訪れた多くの親
子連れがチロリアン風民族衣装を着た動物たちが奏でる本格
的なクラシック音楽を楽しみました。

７/16（土）　音楽の絵本　ルスティカーナ

　第28回村民野球大会が中川村民グラウンドを主会場に３
年ぶりに開催されました。
　出場チーム数11チームの約160人が参加し、A・B・C
の３つのブロックに分かれて青空のもと野球を楽しみ、村
民同士の親睦を深めました。

７/18（月）
３年ぶりに開催された村民野球大会

沢入浄水場
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　中川どんちゃん祭り代替企画「中川お
うちでどんちゃん」が、７月30日（土）に
開催されました。
　当日は昼間に予定されていた子ども向
けお楽しみブースが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大により、残念ながら
中止となってしまったものの、夜には分
散花火大会として、村内４か所で夏の夜
空に花火が打ち上がりました。
　また、当日前後には飲食店クーポンの
利用やどんちゃん抽選会への応募など、
感染症対策として分散して楽しんでもら
う企画とさせていただきましたが、多く
のみなさんのご協力により、開催するこ
とができました。
　各地区をはじめ、村内外からご寄附を
いただいたみなさん、ありがとうござい
ました。

■
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編
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広

報
編

集
委

員
会

　
　

■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
２
年

（
令
和
４
年
）

⑧

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【８月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,725人（－7）	 2,257人（－2）	 2,468人（－5）	 	1,686世帯（－2）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

中川おうちでどんちゃん　分散花火大会

へ未来 なかがわ vol.52

●大 場 遥
はる

 斗
と

 さん（中田島）
伊那弥生ヶ丘高校３年（18歳）

― 高校生活はどうですか。
　気の合う友達がいて、充実した高校生
活を送っています。今年は高校生活最後
の年なので、悔いのないように楽しみた
いです！

― 今頑張っていることは何ですか。
　頑張っていた部活もいよいよ終わ
り、今は受験に向かって勉強を頑張っ
ています。仲間と気持ちを高め合い、
志望校合格のために頑張っています。

― 10年後どうなっていたいですか？
　将来は自分のやりたいことを仕事と
して毎日楽しく過ごしたいです。自分
にとって新しいことをして社会に役に
立つことをしていたいです。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　自然豊かで心が落ち着くところや、
行き合う人があいさつをしてくれると
いう人の温かさがあるところです。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　中川村の自然はほかにない、すばら
しい所だと思うので、このことをさら
に多くの人に知ってもらいたいです！

横前グラウンド南東の上空から



9 月

●４・10か月児健診
　〔日時〕９月22日（木）　午後１時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕９月27日（火）　午前９時30分～
●２歳児育児相談
　〔日時〕９月29日（木）　午前９時30分～
●２歳６か月児育児相談
　〔日時〕９月15日（木）　午前９時30分～
以上、会場はすべて保健センターです。
●子宮がん検診（検診車）
　〔日時〕９月13日（火）　午後１時15分～
　〔場所〕基幹集落センター

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談 総務課 内線21
　〔日時〕９月 7日（水） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕９月 7日（水） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日  午前９時～午後５時
　　　　９月 6日（火） 午後６時～８時
 20日（火） 午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ 地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕９月13日（火）  午後１時～５時
   28日（水） 午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約） 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕９月 8日（木） 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談 教育委員会　  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●コロナ禍生活困窮等相談� 保健福祉課 内線26
　〔日時〕平　日  午前９時～正午
　　　　９月 10日（土） 午前９時～正午
 24日（土） 午前９時～正午
　〔場所〕地域活動支援センター「くらしごと」 TEL98−0027

税・料金の納期限

相談あれこれ

９月の保健衛生ごよみ

９月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）９月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・２日（金）、９日（金）、16日（金）、30日（金）
 午後５時30分～７時30分
・３日（土）、25日（日） 午前８時30分～正午
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取り
ができます。ぜひご利用ください。
※持ち物など住民係へご確認ください。システムメンテ

ナンスなどで変更になる場合があります。

９月マイナンバーカード時間外特別申請受付・交付日

国 保 税
第 ４ 期

９月30日（金）

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料 第 ３ 期

水 道 料

９ 月 分
下 水 道 料

保 育 料

村 営 住 宅 料

９月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

1 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

2 金 可燃ごみ（赤）

3 土

4 日

5 月 可燃ごみ（赤）

6 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

7 水 容器包装（紫）【全村】

8 木 可燃ごみ（赤）

9 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

10 土
粗大ごみ・小型家電回収【全村】

午前８時30分～10時まで
詳しくは広報折り込みチラシをご覧ください。

11 日

12 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

13 火 可燃ごみ（赤）

14 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

15 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

16 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

17 土

18 日

19 月 可燃ごみ（赤）

20 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

21 水 容器包装（紫）【全村】

22 木 可燃ごみ（赤）

23 金 可燃ごみ（赤）

24 土 資源回収

25 日

26 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

27 火 可燃ごみ（赤）

28 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

29 木 可燃ごみ（赤）

30 金 可燃ごみ（赤）

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。
7日～ 14日～ 21日～ 28日～ 中川村のできごと

4日（日）片 桐 診 療 所 中 川 村 TEL88-2512
11日（日）前 澤 病 院 駒ヶ根市 TEL83-2151
18日（日）中 谷 内 科 医 院 駒ヶ根市 TEL81-1377
19日（月）斉 藤 診 療 所 宮 田 村 TEL85-4817
23日（金）まえやま内科胃腸科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-8614
25日（日）高山内科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-6690


